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研究成果の概要（和文）：組織間の情報やり取りや工場間で連携を考慮したシミュレーションモデルを開発し
た。また、組織構造の特性を踏まえた情報伝達遅延時間と人的資源の再配置を差配する役割をブローカー機能と
してモデル化し、複数組織内でのブローカー機能の配置案を定量的に評価可能なプロジェクトシミュレーション
機能を開発した。また、ケーススタディを通じて、プロジェクト型組織における情報伝達特性と適切なブローカ
ー機能の配置箇所の関係性を分析した．定量的な関係性分析の結果、組織の情報伝達特性に応じたブローカー機
能の配置方針が明確となり、複数組織間での連携方法について設計するための枠組みを検討することができるこ
とを確認した。

研究成果の概要（英文）：A simulation model considering information exchange between organizations 
and cooperation between factories was developed. We also developed a project simulation function 
that can quantitatively evaluate the proposed arrangement of the broker function within multiple 
organizations by modeling the role of the broker that balances the information transmission delay 
time with the relocation of human resources based on the characteristics of the organizational 
structure. Through case studies, we also analyzed the relationship between communication 
characteristics and the location of appropriate broker functions in a project-type organization. As 
a result of the quantitative relationship analysis, the arrangement policy of the broker function 
according to the information transmission characteristics of the organization was clarified, and it 
was confirmed that the framework for designing the cooperation method between multiple organizations
 could be examined.

研究分野：設計工学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
景気変動の激しい造船業では、造船会社間での業務連携やアライアンス構築に向けた活動も検討する必要がある
が、そのための方法論は存在しない。本研究では、複数組織がどのように連携すると良いかを定量的に検討する
ための枠組みを構築するものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
景気変動の激しい造船業では、工場によって忙しい時期もあれば手の空いている時期もあり、
作業負荷の平準化が大きな課題となっている。現在、複数の工場を持つ造船会社は船種ごとに
専用の工場のみで生産を行っていることが多いが、状況によっては複数の工場や別の造船会社
と分担・連携することで効率的に作業を行える可能性がある。また、景気変動の激しい造船業
では人材の担保も大きな課題の一つであり、需要の多い時に生産効率を上げるだけでなく需要
の少ない時に最低限の雇用を守ることも考えなければならない。このような状況において、造
船会社間での業務連携やアライアンス構築に向けた活動も検討されているのが現状である。 
複数の造船所間の連携に関する取り組みの例として、韓国の造船会社では、近隣の造船所やブ
ロックメーカーが製造した大組ブロックを海上輸送し、別の工場のドッグにて搭載することで
工期を減らす取り組みなどが行われている。一般に、複数の工場間での業務連携プロジェクト
を実施しようとすると、作業の分担・開始時期・部材の置き場所など、様々な項目で精度の高
い予測と管理が求められる。しかしながら、造船工程は巨大で複雑な形状を人手で製造する必
要があるために、部品精度に起因する手戻りや天候などの環境影響などの不確実性によって当
初の作業計画と実際の進捗がズレてしまうことが多い。研究代表者らは、部品精度に起因する
手戻りを考慮した船舶建造シミュレータを開発し、曲がりブロック製造工程を対象に部品誤差
による手戻りの影響評価や部品精度向上の生産設備を導入した場合の全体工程への影響評価を
行っているが、複数工場間の業務連携による影響や効果を評価することはできていない。 
本課題では、複数工場間の業務連携を対象とするため、工場間でどのような形で連携するかや
情報共有をどのレベルまで行うかなど様々な要素を考慮する必要があり、個別の工場の作業計
画最適化の手法では解決できない課題である。このような複雑なシステムの設計については、
学術分野として確立されておらず実務者の経験に頼るところが多い。一方で、その重要性や難
しさは一般に認知されており、世界トップレベルの大学において体系的に取り扱うための取り
組みがなされている。 
 
２．研究の目的 
本課題では、複数組織間の業務連携プロジェクト設計手法の開発に取り組む。対象とする工程、
組織内人員のスキル、状況に応じた情報伝達や人員再配置の流れを統合したプロジェクトモデ
ルに対してシミュレーションを行うことで工程実施にかかった時間とコストによってプロジェ
クトモデルを評価する。造船工程では、外的要因や製品誤差による手戻りによって計画通りに
実施されることは少ないため、作業進捗や手戻り発生の不確実性を考慮したモンテカルロ離散
イベントシミュレータを開発する。また、IoT 技術導入によって各工場の作業進捗情報などの
情報の共有レベルに応じた効率的な業務連携プロジェクトの在り方について検討する。 
 
３．研究の方法 
対象とする工程
とをワークフロ
ー形式でモデル
化する。また、
工程内のタスク
を担当する各組
織内人員のスキ
ルとコストの情
報を定義するこ
とで、工場間で
連携を考慮した
モデルを定義す
る。組織間の情
報やり取りのモ
デル化について
は、組織構造の
特性を踏まえた
情報伝達遅延時
間と人的資源の
再配置を差配す
る役割をブロー
カー機能としてモデル化し、複数組織内でのブローカー機能の配置案を定量的に評価可能なプ
ロジェクトシミュレーション機能を開発する。 
一品受注生産体系かつ人日単位で工数を管理しているという共通点があり、かつすでに複数組
織間で連携プロジェクトを数多く実施している情報システム開発プロジェクトに開発した手法
を適用し、その妥当性や有用性について検証する。また、造船所をターゲットとした複数工場
間の業務連携についても、シナリオを複数用意した上で、提案手法によって評価・検討が可能
かについて検証する。 

図 1 提案手法概要 



 
４．研究成果 
組織間の情報やり取
りや工場間で連携を
考慮したシミュレー
ションモデルを開発
した。また、組織構
造の特性を踏まえた
情報伝達遅延時間と
人的資源の再配置を
差配する役割をブロ
ーカー機能としてモ
デル化し、複数組織
内でのブローカー機
能の配置案を定量的
に評価可能なプロジ
ェクトシミュレーシ
ョン機能を開発した。
また、ケーススタデ
ィを通じて、プロジ
ェクト型組織におけ
る情報伝達特性と適
切なブローカー機能
の配置箇所の関係性を分析した．定量的な関係性分析の結果、組織の情報伝達特性に応じたブ
ローカー機能の配置方針が明確となり、ポートフォリオマネージャーによる中央集権の場合に、
ポートフォリオのパフォーマンスが低下するケースがわかった。マトリクス型組織における改
善すべきコミュニケーションパス、新たに構築すべきコミュニケーションパスを評価した。結
果、効果的なコミュニケーションパスの改善箇所、追加すべき経路を特定し、実務上実装可能
な方法に表現できた。 
これらの機能については、システム工学の分野において組織のダイナミクスのモデル化と複数
組織の連携を定量的に評価し、連携方法を設計する指針を得ることができるという点で有用な
手法であると言える。また、造船所をターゲットにした複数工場の連携プロジェクトをケース
として今回開発した手法を実施したが、工程管理者や経営層の意思決定につなげるためには、
造船所内の業務データを活用することで、現実をより高精度で再現するシミュレーションモデ
ルを開発することが必要であるという課題が挙げられる。 
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図 2 開発したシミュレータ 
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